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議事要旨  
 

令和４年度 第１回 静岡市交通政策協議会  
 
１  日  時  令和４年８月 31 日（水）10:00～11:30 

２  場  所  静岡市役所静岡庁舎 新館９階 特別会議室  

３  出  席  者  南山大学総合政策学部 教授  石川 良文（会長）  

  静岡商工会議所 中小企業相談所  

清水支所 支所長  

小澤 美穂子  

  静岡市自治会連合会 副会長  瀧  義弘  

  静岡鉄道株式会社 鉄道部長  中村 真也（代理）  

  しずてつジャストライン株式会社  

運行企画部長兼輸送計画室長  

藁科 孝佳 

  都市交通デザイン会議 主宰  村井 裕  

  国土交通省中部地方整備局 

静岡国道事務所 管理第二課長 

髙井 知啓（代理） 

  国土交通省中部運輸局静岡運輸支局 

首席運輸企画専門官  

風岡 昌吾（代理）  

  静岡南警察署 交通課 地域交通官 白鳥 英雄（代理） 

  清水警察署 交通課 規制係長 神保 隆希（代理） 

  市民委員 杉山 明久 

  市民委員 神谷 敬子 

  市民委員 小林 正枝 

    

  しずおか地域支援ネット ゆう 理事長 杉本 和美（欠席） 

  静岡中央警察署 署長 北澤 博（欠席） 

    

 事 務 局 都市局都市計画部  

 

都市局都市計画部交通政策課  

生活交通係  

 

 

 

杉山交通政策・ 

MaaS 担当部長 

杉村参与兼交通政策課長

鈴木係長 

山本主査 

梶山主査 

市川主任技師 

 関 係 課 建設局道路部道路計画課     企画係  

 

真継課長補佐兼係長 
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都市局都市計画部交通政策課   企画係 

 

自転車のまち推進係  

 

堀井主査 

望月主査 

戸塚課長補佐兼係長 

永田主任主事 

松岡主幹兼係長 

望月主査 

４  議事内容  ①  開会 

② 会長の選出 

③  協議事項 

④  報告事項 

⑤ 閉会 

 

５  配布資料  ①  次第  

②  座席表  

③  出席者名簿  

④  資料１～４  

⑤ 参考資料 静岡市附属機関設置条例  

 

６  会議記録    

○開会【事務局】交通政策課 鈴木  

・配布資料の確認 

・会議の成立報告⇒15 名の委員のうち、13 名の出席（代理５名） 

（静岡市附属機関条例：第７条第２項） 

・新規委員の委嘱について 

 

○会長の選出【事務局】交通政策課 鈴木 

・会長の選出（静岡市附属機関条例：第６条第１項） 

南山大学総合政策学部 教授 石川 良文 様 

・出席委員全員の承認により、決定 

 

○署名人の決定  

【石川会長】  

 会議録の署名人について、事務局から説明をお願いします。  

 

【事務局】交通政策課 山本  

当会議につきましては、静岡市の定める「附属機関等の会議の公開に関する要領」に
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基づき、会議録を作成し、当会議の出席委員により署名することとなっております。  

署名人について、静岡商工会議所中小企業相談所 清水支所 支所長 小澤委員に

お願いしたいと思います。  

 

【石川会長】  

会議録の署名につきましては、「小澤委員」にお願いします。  

 

【小澤委員】  

 了解しました。  

署名人は、「小澤委員」に決定  

 

 

協議事項１：静岡市のみちづくりについて 

【石川会長】  

 協議事項１：静岡市のみちづくりについて、ご協議いただきます。関係課から説明

をお願いします。 

 

【関係課】道路計画課 堀井 

 資料１に基づき、静岡市のみちづくりについての説明 

 

【石川会長】  

ただいまの説明について、何かご意見、ご質問等はありますでしょうか。 

 

【杉山委員】 

欧米では、電気自動車（ＥＶ）の普及に伴い、道路沿いに充電スポットが多く設置

されている光景が見受けられます。 

 道路行政において、充電スポットの設置に向けた検討をお願いします。 

 

【関係課】道路計画課 堀井 

 ＥＶや自動運転等、新しいモビリティの普及に伴う道路の在り方について、幅広く

受け入れできる体制を整備していきたいと考えています。本計画へどのように反映し

ていくか、引き続き検討してまいります 
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【小林委員】 

エリアガイドラインについて、質問です。 

新東名高速道路・中部横断自動車道の開通により、市外からの往来が多くなったと

聞いています。（上記道路の位置する）山間地と市街地を区別した事情について、教

えてください。 

 

【関係課】道路計画課 堀井 

 清水エリアでは、清水港を拠点に観光分野に加えて、物流分野の役割を強化してい

きたいという意向があります。新東名高速道路・中部横断自動車道を含めた広域ネッ

トワークを活かしたまちづくりに向けて、本計画への反映を検討してまいります。 

 

【杉山委員】 

 南海トラフ地震が発生した場合、東西の交通網が遮断し、静岡市は孤立する可能性

があります。防災対策の観点について、どのように道路を確保するのでしょうか。 

 

【関係課】道路計画課 堀井 

 国、県、市では、防災計画の中で高規格道路を使った輸送路の確保について言及し

ています。本市においてもＩＣからのアクセス道路を中心に緊急輸送路の確保を進め

ていきます。 

 

【髙井委員】 

 他市町において、道路がまちと一体化し、空間として使用される傾向が見受けられ

ます。作られたあとに住民に愛される道になるよう、エリアガイドラインへの反映を

お願いします。 

 

【石川会長】 

 計画作りに活かしてください。 

 

【村井委員】 

 全体ビジョンについて（P.6）、初見の資料になります。本資料の背景や意図、目的

を掲載した資料をもとに、議論し共有する時間をいただきたいです。 

今回、意見を求められても、共通認識を形成する時間が不足しており、この場で承

認という判断をすることは難しいと感じます。 
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【石川会長】 

 本計画は現段階の案であり、確定ではないということでよろしいでしょうか。（道

路計画課：はい。）全体ビジョンという形で示しており、大まかではありますが、現

在の段階でご意見をいただければと思います。 

 なお、本計画は策定中ですので、会議後においても、不明点などありましたら別途

事務局へお問合せいただければと思います。 

 

【石川会長】 

他に、ご意見やご質問はありますでしょうか。 

 

＜意見なし＞ 

 

それでは、各委員からのご意見等を踏まえて、計画策定を進めていただきますよう

お願いいたします。 

 

 

協議事項２：静岡市自転車活用推進計画について 

報告事項１：静岡市シェアサイクル事業「PULCLE」について 

 

【石川会長】  

それでは、協議事項２：静岡市自転車活用推進計画について、及び報告事項１：静岡市

シェアサイクル事業「PULCLE」について、ご協議いただきます。 

本議題について、計画及び施策の関係性が見受けられるため、関係課から一括して説明

をお願いします。 

 

【関係課】交通政策課 望月 

資料２～３に基づき、静岡市自転車活用推進計画及び静岡市シェアサイクル事業「P

ULCLE」についての説明 

 

【石川会長】  

ただいまの説明について、何かご意見、ご質問等はありますでしょうか。 
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【瀧委員】  

自転車歩行者道を自転車で走行する際、植木などが障害物となり、危険であること

から、結局自動車道を走行せざるを得ないケースがあります。また、自転車利用者の

マナーが悪いと感じます。高校生など、一時停止をほとんど守っていないため、啓発

をしていただきたいです。 

駐輪場に関して、静岡の中心市街地における駐輪場が少ないため、歩道に駐輪して

いる自転車が散見されます。他都市を見学したことがありますが、綺麗に整備されて

いました。呉服町通りは一方通行であるため、幅を狭くすることで駐輪スペースを確

保し、歩行者とすみ分けしてみてはいかがでしょうか。 

 

【石川会長】 

 瀧委員のご意見について、取り入れたうえで計画策定を進めていただければと思い

ます。自転車走行空間について、みちづくりにも関わる案件であることから、安全な

空間整備を実施してください。 

 

【杉山委員】 

 シェアサイクルについて、高齢者はスマートフォンでの利用に抵抗を感じていま

す。高齢者の利用拡大について、どのようなお考えでしょうか。 

 

【関係課】交通政策課 望月 

 高齢者においては自転車事故が多い年代であることから、安全利用の啓発と合わせ

てシェアサイクルの利用推進について実施していきたいと考えております。 

 

【杉山委員】 

 その方向性で良いと思います。 

 

【小林委員】 

 世界水準の自転車都市という目標について、テーマが大きすぎてイメージが湧かな

いと感じます。世界水準の達成に関する判断基準について、この６つの指標をもとに

判断するのでしょうか。 

 

【関係課】交通政策課 望月 
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 ６つの指標における目標値をクリアすることが世界水準と定めております。特に、

自転車分担率の 30％という数値はヨーロッパの先進都市の水準を参考にしています。  

その他、モラルの向上やプライドの確立、移動手段の一つとして自転車を受け入れ

る環境づくりという点も目標に設定しています。 

 

【石川会長】 

 オランダに住んでいたことがあり、６つの基本目標は揃っていました。とりわけ、

モラル・マナーの水準が高いと感じました。 

 

【小澤委員】 

 ４年ごとに見直しを実施するとのことであるが、指標を柔軟に見直しできるような

体制にてスタートすることを提案します。 

弊所においても計画を管理しているが、新型コロナ感染拡大によって意味を持たな

くなり、大幅な見直しを強いられた指標があります。 

 

【関係課】交通政策課 望月 

 庁内会議で年２～３回検討を行い、進捗を確認しています。その中で、計画を柔軟

に見直せる体制を整えてまいります。 

 

【杉山委員】 

 シェアサイクルの利用方法として、雨天時や食事会などの際に片道利用が便利だと

感じています。自転車とバスのハイブリット利用によって使い道が広がるというのを

広報してはいかがでしょうか。 

 

【石川会長】 

 ぜひご意見を参考に進めていただければと思います。 

他に、ご意見やご質問はありますでしょうか。 

 

＜意見なし＞ 

 

それでは、各委員からのご意見等を踏まえて、計画策定を進めていただきますようお

願いいたします。 

 



8 
 

 

 

報告事項２：新型コロナウイルスワクチン接種移動支援事業「らくタク」について 

【石川会長】  

それでは、報告事項２：新型コロナウイルスワクチン接種移動支援事業「らくタク」に

ついて、説明をお願いします。 

 

【関係課】交通政策課 永田 

資料４に基づき、新型コロナウイルスワクチン接種移動支援事業「らくタク」につ

いての説明 

 

【石川会長】  

ただいまの説明について、何かご質問はありますでしょうか。 

 

＜意見なし＞ 

 

【石川会長】  

それでは、以上で本日の議事を終了します。委員の皆様には、円滑な進行に努めてい

ただき、ありがとうございました。それでは、進行を事務局にお返しします。 

 

○事務連絡・閉会 【事務局】交通政策課 鈴木 

 石川会長、委員の皆様、活発なご議論・意見ありがとうございました。では、本日の会

議は閉会とさせていただきます。  

本日は、お忙しい中ありがとうございました。  

 

 

 

 

署名  会長                

 

 

委員                     

 


